
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○

 国語

領域
評価規準 知 思

【知識・技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考、判断、表現】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容や書き手の意図を解釈するととも
に、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報と情報を対比させながら展開する評論を
粘り強く読み、学習課題に沿って論理の展開を
分析しようとしている。
・個別の情報を一般化する筆者の論理について
自分の考えをもち、表現を工夫してまとめよう
としている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、思いや考えを広げたり深めたりしながら、
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、読
書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもつ。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

 国語 現代の国語 2

態

現代の国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける。 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読
むこと」の各領域において、論理的に考える力
や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸
ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深める。

高等学校　現代の国語　／　第一学習社

 国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めると共に、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・対比
・段落構成
・語彙

１
学
期

A 話し方の工夫
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴を理解
する。
・相手・目的・場面に応じた言葉遣
いを理解する。
・相手により伝わりやすい表現方法
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の置かれた状況と相手との関
係を判断し、表現する。
・どうすればより正確に相手に伝わ
るかを考え、判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の置かれた状況と相手との関
係を客観的に考察する態度を養う。
・メッセージ内容を主体的に深める
ようにする。
・相手の言葉から自分のいいたいこ
とが相手に効果的に伝わったかどう
かを判断できるようにする。

・書き言葉と話し言葉
・場面に応じた言葉遣い
・より伝わりやすい表現方法

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、
敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し使っている。
・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的
な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使っ
ている。
【思考、判断、表現】
・目的や場に応じて、様々な観点から情報を収
集、整理して、伝え合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において、話し言葉
の特徴を踏まえて話したりするなど、相手の理
解が得られるように表現を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解
し、話し合おうとしている。
・積極的に場の状況に応じて言葉遣いを選び、
使おうとしている。
・積極的に婉曲的な表現を使おうとしている。
・積極的に伝わりやすい表現を考え、説明や発
表をしようとしている。

5

B 「本当の自分」幻想（平野啓一
郎）
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、推論など、情報と情
報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・主題に至る論の構造を把握し、主
張に説得力を持たせるための論の展
開について考える。
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えが的確に伝わるよう
に、根拠の示し方を工夫する。
・自己と他者について述べた文章を
読み、自分の意見や考えを論述す
る。

・論の構造把握
・主張に説得性を持たせる

4

8

C 水の東西（山崎正和）
【知識及び技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の
仕方について理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論の展開に注意し、
情報を相互に関係づけながら読む。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章全体の見通しを持ち、構成を
把握する。

○

○

【知識・技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・推論の仕方について理解を深めている。
【思考、判断、表現】
・「書くこと」において、自分の考えが的確に
伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・反論を示すことによって自分の主張の正しさ
を補強する推論の仕方を理解し、粘り強く論理
の展開を把握しようとしている。
・積極的に本文中に根拠を求め、筆者の主張に
対する自分の考えを、表現の仕方を工夫して書
こうとしている。

○ ○ ○



○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

E 羅生門（芥川龍之介）
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・比喩などの修辞を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・下人の行動や心理をもとに場面の
展開を捉え、老婆の語る論理が下人
の決断に与えた影響を読み取るなど
して、自分の意見や考えを論述す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・読書の意義と効用を理解する。

・行動、心理をふまえた場面理解
・論理とその影響
・推敲

定期考査 ○ 1

12

1

○

・対比
・類比
・推論

D 「間」の感覚（高階秀璽）
【知識及び技能】
・文章を分析的に読み、対比構造を
用いた論理の展開について理解す
る。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・事柄が的確に伝わるように、表現
の仕方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、文章の構成や論理
の展開を的確に捉え、要旨を把握す
る。

○

○

【知識・技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・推論の仕方について理解を深めている。
【思考、判断、表現】
・「書くこと」において、自分の考えが的確に
伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・反論を示すことによって自分の主張の正しさ
を補強する推論の仕方を理解し、粘り強く論理
の展開を把握しようとしている。
・積極的に本文中に根拠を求め、筆者の主張に
対する自分の考えを、表現の仕方を工夫して書
こうとしている。

定期考査

○

F スピーチで自分を伝える
【知識及び技能】
・話し言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやす
さ、適切さ、敬意と親しさなどに配
慮した表現や言葉遣いをする。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的や場に応じて、伝え合う内容
を検討する。
・自分の立場や考えを明確にすると
ともに、話の構成や展開を工夫す
る。
・聞き取った情報を整理し、自分の
考えを広げる。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習内容をもとに、効果的にス
ピーチをする。
・積極的に評価する。

・話し言葉の特性
・内容選定

【知識・技能】
・表現や言葉遣いについて理解を深め使ってい
る。
【思考、判断、表現】
・自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場
や考えを明確にしている。
・相手の理解が得られるように表現を工夫して
いる。
・話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を
評価するとともに、聞き取った情報を整理して
自分の考えを広げたり深めたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで表現や話し方を工夫し、今までの学習
を生かして効果的に話そうとしている。
・積極的にスピーチを聞き、評価シートを活用
して評価しようとしている。

１
学
期

2

○

○

5

○

【知識・技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
・推論の仕方について理解を深めている。
【思考、判断、表現】
・説明の仕方を考えるとともに、表現の仕方を
工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報と情報を対比させながら展開する評論を
粘り強く読み、学習課題に沿って論理の展開を
分析しようとしている。
・論理の展開を粘り強く分析し、今までの学習
を生かして要旨をまとめようとしている。



○ 5

２
学
期

K ロビンソン的人間と自然（村岡晋
一）
【知識及び技能】
・「ロビンソン・クルーソー」を例
として取り上げた筆者の意図を理解
したうえで、主張を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わる
ように、根拠の示し方や説明の仕方
を工夫する。
・自然に対する人間の態度について
述べた文章を読み、自分の意見や考
えを論述する。
【学びに向かう力、人間性等】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。

・関係把握
・内容解釈
・まとめ学習

○

【知識・技能】
文章の効果的な組立て方や接続の仕方について
理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
・推論の仕方について理解を深めている。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考、判断、表現】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容や書き手の意図を解釈するととも
に、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・内容や構成を叙述を基に捉え、学習課題に
従って要旨をまとめようとしている。
・既習の評論と粘り強く読み比べ、共通点を説
明しようとしている。

○ ○

３
学
期

○

○

【知識・技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
・推論の仕方について理解を深めている。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考、判断、表現】
・「書くこと」において、読み手の理解が得ら
れるよう、論理の展開、情報の分量や重要度な
どを考えて、文章の構成や展開を工夫してい
る。
・「書くこと」において、自分の考えが的確に
伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・対比による推論を叙述を基に理解し、学習課
題に従って要旨をまとめようとしている。
・既習の評論と粘り強く読み比べ、積極的に持
続可能な社会に関する意見文を書こうとしてい

○

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさ
などに配慮した表現について理解を深め使って
いる。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について
理解を深め使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的や意図に応じて、実社会の中から適切な
題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟
味して、伝えたいことを明確にしている。
・読み手の理解が得られるよう、論理の展開、
情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成
や展開を工夫している。
・自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の示し
方や説明の仕方を考えるとともに、表現の仕方
を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書の例を参考に、説明や表現の仕方を工
夫して、積極的に紹介文を書こうとしている。
・目的に応じて題材を決め、集めた情報の妥当
性や信頼性を粘り強く吟味しようとしている。
・書いた紹介文を進んで批評し合い、批評を踏
まえて文章の構成・展開や表現を工夫しようと
している。

○

【知識及び技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
・推論の仕方について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容や書き手の意図を解釈するととも
に、自分の考えを深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・接続の仕方に注目して文章の構成をつかみ、
学習課題に沿って説明しようとしている。
・文章から主張と論拠を読み取り、表現の仕方
を工夫して自分の考えをまとめようとしてい
る。

4

【知識・技能】
・正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親し
さなどに配慮した表現ができる。
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について
理解している。
【思考、判断、表現】
・論点を共有し、考えを広げたり深めたりしな
がら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、
表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方
を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・今までの学習を生かして相手・目的・場面を
考慮し、話し合いによって結論を出している。
・進んで表現や話し方を工夫し、今までの学習
を生かして効果的に話している。
・積極的に話し合いを振り返り、学習内容をも
とに評価する。

○

G 「文化」としての科学（池内了）
【知識及び技能】
・筆者が主張する科学と技術の違い
を対比的に整理し、現状における科
学と技術の関係を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄が的確に伝わる
ように、根拠の示し方や説明の仕方
を工夫する。
・科学や技術について述べた文章を
読み、自分の意見や考えを論述する
方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・読書の意義と効用を理解する。

・主張把握
・接続語
・原因と結果

J 地域の魅力を紹介する
【知識及び技能】
・情報を的確に紹介する方法を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・必要な情報や資料を収集・整理
し、わかりやすい紹介文を書くため
に活用する方法を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の設定した問題に対し、積極
的・主体的に資料を集め、それを元
に自分の考えを形成できるようにす
る。
・自分の主張が効果的に伝わるよう
に工夫・改善する姿勢を育成する。

・情報収集と信頼性の吟味
・表現の展開
・批評

H 合意形成のための話し合い
【知識及び技能】
・正確さ、分かりやすさ、適切さ、
敬意と親しさなどに配慮した表現や
言葉を使う。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理の展開を予想しながら聞き、
話の内容や構成、論理の展開、表現
の仕方を評価する。
・話し合いの仕方や結論の出し方を
工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・今までの学習を生かして相手・目
的・場面を考慮し、話し合いによっ
て結論を出す。
・進んで表現や話し方を工夫し、今
までの学習を生かして効果的に話
す。
・積極的に話し合いを振り返り、学
習内容をもとに評価する。

・話し合いの基本的なルール
・話し合いの進行手順
・話し合いによる合意形成
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定期考査

○

○

○
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○ ○ 6

定期考査
○

9○ ○ ○

・具体と抽象
・段落把握
・要旨把握
・語彙

I 不均等な時間（内山節）
【知識及び技能】
・具体的事例から一般論への展開
と、対比の構造とを手がかりとし
て、近代化と時間の合理性との関係
を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄が的確に伝わる
ように、根拠の示し方や説明の仕方
を工夫する。
・近代における時間について述べた
文章を読み、自分の意見や考えを論
述する。
【学びに向かう力、人間性等】
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・読書の意義と効用を理解する。

○

1



○ 5

K ロビンソン的人間と自然（村岡晋
一）
【知識及び技能】
・「ロビンソン・クルーソー」を例
として取り上げた筆者の意図を理解
したうえで、主張を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わる
ように、根拠の示し方や説明の仕方
を工夫する。
・自然に対する人間の態度について
述べた文章を読み、自分の意見や考
えを論述する。
【学びに向かう力、人間性等】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。

・関係把握
・内容解釈
・まとめ学習

○

【知識・技能】
文章の効果的な組立て方や接続の仕方について
理解している。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
・推論の仕方について理解を深めている。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考、判断、表現】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容や書き手の意図を解釈するととも
に、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・内容や構成を叙述を基に捉え、学習課題に
従って要旨をまとめようとしている。
・既習の評論と粘り強く読み比べ、共通点を説
明しようとしている。

○ ○
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期
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1

合計

70


